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●はじめに

2022年も残りわずかとなりました。今年も、気候変動

の影響による猛暑・寒波や大雨・干ばつなどの異常気象

が世界各地にて発生しています。気候変動の要因とされ

る温室効果ガスの抑制対策として、“カーボンニュート

ラル”、脱炭素社会の実現を目指す動きが高まっていま

す。今回は、このカーボンニュートラルについて紹介し

ます。

●カーボンニュートラルとは

「カーボンニュートラル」とは、温室効果ガスの排出

量と吸収量を均衡させることです。2015 年のパリ協定

（「国連気候変動枠組条約第 21回締約国会議（COP21）」

採択）で世界共通の長期目標として、

等を合意し、2021年 4月現在、125カ国・1地域が「2050

年カーボンニュートラル」の目標を掲げています。

日本でも 2020 年 10 月に、政府が 2050 年までに温室

効果ガスの排出を全体としてゼロにすることを宣言し

ました。「全体としてゼロ」というのは、温室効果ガス

「排出量」から森林などの「吸収量」を差し引いた値が

ゼロになることをさしています。

●地域脱炭素ロードマップ

  カーボンニュートラルの実現に向けて、2021年 6月に、

「地域脱炭素ロードマップ～地方からはじまる、次の時

代への移行戦略～」と題した政策を決定しています。こ

れは、2020年からの 5年間で、100か所以上の脱炭素先

行地域を創出し、重点対策を全国津々浦々で実施する

ことで、「脱炭素ドミノ」により加速度的に伝搬させる

という施策です。

重点対策は 8 つあり、事業者のみならず、地域のす

べての人が主体となって、脱炭素に向けて取り組むこ

とがポイントとなってきます。

●社会資本整備と脱炭素化

国土交通省は「国土交通グリーンチャレンジ」と

して、重点的に取り組むべき 6 つのプロジェクトを

掲げています。そのうちの 1つを以下に紹介します。

●おわりに

今回は、「カーボンニュートラル」について取り上

げました。ひとりひとりの小さな努力が目標達成を

導きます。省エネな暮らしを心がけましょう。
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何が決まったのか？私たちは何をすべきか？～」（2017.8.17）
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▶ 世界の平均気温上昇を産業⾰命以前に⽐べて 2℃より⼗

分低く保ち、1.5℃に抑える努⼒をする。

▶ そのため、できるかぎり早く世界の温室効果ガス排出量

をピークアウトし、21世紀後半には、温室効果ガス排出

量と（森林などによる）吸収量のバランスをとる


